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朝早くから収穫されただいこんは、

受入れられ洗浄。
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～
 

冬 ４ 

Ⅱ
 

④ブラシと水圧により洗われた

〔=『縦篝導ののように飛び
②水圧によって】尼を落とす

↓ ③向きを揃えて洗浄能力を引き出す

秒 ゛

⑦フォークリフトで稠込み
大型トラックで海を渡る

⑥搬出を待つ

⑤ていねいに選果

ブロッコリーは１つ１つていねい

に収穫され､搬入されます。r、

杉● 

③選果場へ搬入①収穫を待つブロッコリー

②ブロッコリーは１つ１つていねいに収穫
されます

９月１１日の伯爵祭り後は、本格的にじゃがいもの収穫も開始。畑

作農家組合員さんは忙しさを増します。ケガに気をつけて作業に当
たって下さいネ！

,ＺＡＭＪＷｇｌＳﾉＷＢＥ７ＦＵ２ 



轤嘗ﾐﾅｰ藺寳！酪農学園大学付属家畜病院小岩政照教授

ｕ
こ
ろ
よ
り
乳
質
改
善
、
繁

殖
改
善
に
向
け
て
ご
尽
力
さ
れ
、

近
年
の
根
室
管
内
の
乳
質
が
さ

ら
に
良
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
こ

と
は
生
産
者
皆
様
の
努
力
の
た

ま
も
の
で
す
が
、
産
褥
期
の
注

意
点
な
ど
を
中
心
と
し
た
現
場

で
役
立
つ
セ
ミ
ナ
ー
に
よ
っ
て
、

生
産
に
携
わ
る
人
全
て
の
意
識

を
さ
ら
に
高
め
て
も
ら
う
こ
と

な
ど
を
目
的
に
開
催
さ
れ
、
２

０
０
余
人
が
参
加
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
「
成
牛
の
周

産
期
疾
病
と
予
防
罠
子
牛
の
疾

病
病
態
と
予
防
」
と
題
し
て
、
乳

牛
の
管
理
、
分
娩
前
後
の
管
理
、

繁
殖
管
理
な
ど
の
ほ
か
、
家
畜

飼
養
に
お
い
て
、
酪
農
畜
産
界

で
近
年
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ

て
い
る
問
題
・
課
題
な
ど
に
つ
い

て
も
話
さ
れ
、
貴
重
な
情
報
を

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

以
下
、
セ
ミ
ナ
ー
内
容
の
抜

粋
で
す
。

８
月
加
日
、
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ザ
寿
宴
を
会
場
に
ｊ
Ａ
中
標
津
、
ｊ
Ａ
計
根
別
、
ｊ
Ａ
標
津
が
合
同
で

酪
農
学
園
大
学
付
属
家
畜
病
院
小
岩
政
照
教
授
を
招
き
、
酪
農
セ
ミ
ナ
ー
を
開
き
ま
し
た
。

《

産
褥
期
の
注
一
扇
を
講
演

生
産
書
の
意
識
づ
け
向
上
に

海
道
２
０
０
１
年
の
黒
毛
和
種

子
牛
の
傷
病
率
で
は
消
化
器
が

灯
・
９
％
。
（
社
｝
全
国
農
業
共
済

協
会
が
２
０
０
３
年
に
調
査
し

た
黒
毛
和
種
子
牛
の
感
染
症
１
，

８
９
６
件
の
う
ち
氾
・
２
％
が
下

痢
。
嘔
・
２
％
が
下
痢
と
肺
炎
で

あ
っ
た
。
２
０
０
１
年
に
行
っ
た

全
国
獣
医
師
阿
人
に
対
す
る
子

ｃ
子
牛
の
疾
病
病
態
と
予
防

２
０
０
２
年
、
全
国
６
万
ｇ
ｏ

８
２
例
の
肉
用
牛
死
魔
額
は
消

化
器
病
が
ト
ッ
プ
で
閉
億
円
。
北

し
か
し
、
出
生
直
後
の
初
乳

投
与
に
は
２
つ
の
危
険
性
が
あ

牛
疾
病
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
元
％

が
下
痢
を
ト
当
／
の
疾
病
と
し
た
。

子
牛
下
痢
症
の
３
つ
の
神
話

信
者
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

①
原
因
は
細
菌
（
ウ
イ
ル
ス
）

が
主
で
あ
る
。

②
初
乳
は
で
き
る
だ
け
早

く
飲
ま
せ
る
の
が
良
い
。

③
下
痢
に
は
、
経
ｎ
補
液
剤

が
有
効
で
あ
る
。

と
い
う
こ
と
を
検
証
す
る

と
、
危
険
性
を
は
ら
む
こ
と

が
わ
か
る
。

従
来
の
初
乳
給
与
法
は

生
後
６
時
間
以
内
に
、
比
電

ｌ
Ｏ
５
Ｏ
（
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン

Ｖ
印
加
）
の
良
質
初
乳
を
２
脚

以
上
｛
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
１
２
０

９
以
上
）
飲
ま
せ
、
初
回
の
初
乳

は
生
後
で
き
る
だ
け
早
く
飲
ま

せ
る
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
て

い
ま
し
た
。

（ 
り
ま
す
。
１
つ
は
第
４
胃
内
に
羊

水
が
ま
だ
含
ま
れ
て
残
っ
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
。
羊
水
で
初

乳
が
希
釈
さ
れ
て
は
せ
っ
か
く

の
初
乳
の
効
果
が
薄
く
な
る
。

第
２
に
、
衰
弱
子
牛
｛
低
酸
素
血

症
で
呼
吸
困
難
状
態
）
の
も
の
に
、

初
乳
を
早
く
飲
ま
せ
な
く
て
は

と
強
制
投
与
す
る
と
、
第
４
胃

容
量
が
増
大
し
て
横
隔
膜
を
さ

ら
に
圧
迫
し
、
呼
吸
困
難
を
悪

化
さ
せ
て
し
ま
う
結
果
に
な
る
。

よ
っ
て
、
初
乳
給
与
の
ベ
ス
ト

タ
イ
ミ
ン
グ
は
、

▽
正
常
な
柵
生
子
牛
に
は
起
立

し
て
哺
乳
欲
が
示
さ
れ
て
き
て

か
ら
の
給
与

▽
衰
弱
し
た
出
生
子
牛
に
は
呼

吸
困
難
が
改
善
し
て
か
ら
、
生

後
６
時
間
以
内
に
給
与
（
呼
吸

困
難
改
善
薬
の
必
要
な
例
が
多

い
〉子
牛
の
中
耳
炎
（
耳
下
が
り
適

が
頻
繁
に
あ
る
と
こ
ろ
は
バ
ケ

ツ
に
よ
る
哺
乳
が
原
因
で
鼻
腔

汚
染
さ
れ
耳
管
が
汚
染
さ
れ
て

中
耳
炎
に
つ
な
が
る
。
感
冒
や

肺
炎
の
発
生
も
高
く
な
る
の
で
、

バ
ケ
ツ
に
よ
る
哺
乳
は
マ
イ
コ

プ
ラ
ズ
マ
を
与
え
る
率
も
高
く

な
る
た
め
行
わ
な
い
。

２
０
０
３
年
全
国
調
査
に
よ

る
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
の
下
痢
子
牛

の
原
因
と
、
感
染
率
に
よ
る
と

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
師
・
５
％
、
ク
リ

プ
ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム
品
・
３
％
、

コ
ク
シ
ジ
ウ
ム
皿
・
５
％
と
の

結
果
。
黄
白
色
下
痢
便
で
粘
液

混
入
が
確
認
さ
れ
る
も
の
は
、

ク
リ
プ
ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム
下
痢

と
見
ら
れ
る
。

子
牛
下
痢
症
の
原
因
は
細
菌

で
は
な
く
、
コ
ク
シ
ジ
ウ
ム
や

ク
リ
プ
ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム
な
ど

の
原
虫
や
、
ウ
イ
ル
ス
の
た
め

抗
生
物
質
が
効
か
な
い
。

樹
皮
熱
処
理
抽
出
製
剤
に
よ

る
子
牛
下
痢
症
治
療
と
し
て
、

水
酢
酸
十
軟
質
炭
素
末
「
畜
産

家
禽
用
配
合
飼
料
ス
ー
パ
ー
ネ

ッ
カ
リ
ッ
チ
」
が
効
果
あ
り
ま
す
。

［
つ
づ
く
］

ＳＪＵｄＡＷ<z４ＳＨＩＢＥ７ＦＵ 
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ノ
ノ
ー
ー
ー
ー
、
根
室
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
Ａ
巾
春
別
の
妻
沼
和
紘
さ
ん
出
１
ク
レ
イ
ン
シ
ー

鰊，『虚
･Ekr 

企

』し。！

１
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が
８
月
沁
日
に
、
ホ
ク
レ
ン
根

室
地
区
家
畜
市
場
で
開
か
れ
、

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
』

品
「
ブ
ル
ー
ミ
ン
グ
ジ
ャ
ー

ラ
ン
チ
エ
ロ
ー
ヤ
ル
オ
リ
１
Ｌ
ｚ

が
輝
き
ま
し
た
。
９
月
の
型
日

～
妬
日
に
開
か
れ
る

北
海
道
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
ナ
シ
ョ
ナ
ル
シ
ョ

ウ
に
は
、
今
回
、
当

農
協
管
内
か
ら
好
成

績
を
出
し
た
ｕ
頭
が

コ
マ
を
進
め
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

出
場
頭
数
は
管
内

８
農
協
か
ら
１
６
７

頭
が
出
品
さ
れ
、
資

質
を
競
っ
た
。
審
査

に
当
た
っ
た
の
は
人

工
授
精
所
シ
ー
メ
ッ

ク
ス
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
〈
カ

ナ
ダ
）
の
、
ロ
ー
ウ

エ
ル
・
リ
ン
ゼ
ー
氏
。

当
農
協
関
連
各
ク

ラ
ス
の
入
賞
牛
は
別

表
の
通
り
。
ジ
ュ
ニ

ア
リ
ザ
ー
ブ
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
に
輝
い
た
「
セ

ン
タ
ー
リ
バ
ー
（

雪
（行

中
川
将
氏
所
有
が
中
標
津
町
農

協
か
ら
出
品
の
最
高
賞
で
し
た
。

｣Ａ中標津の北海道ホルスタインナショナルショウ出場権獲得牛

出品者 成績部 名
‐ 

泰ラ

ｌ等３席久保剛エクセルシアＢウツドエコー] 

｢|'川将 2等ｌ席センターリバーピースラブマジツク２ 

2等2席フラーリツシユギブソンナツツ 禰鵬寿顕２ 

つ

ロ
イ
ー

I等l席福|鴫‘信ＩＷｉハツピーランドエルビナダイオンアパツチ４ 
I 

I等5席シルフイードァスターバツクナーエクセレス lllllliIi幸雄４ 

根
室
乳
牛
検
定
組
合
連
合
会

の
優
秀
検
定
農
家
と
し
て
、
今

年
度
、
管
内
農
家
４
人
が
選
ば
れ
、

共
進
会
場
に
て
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
当
農
協
か
ら
は
、
長
正
路
漬

牧
場
が
マ
ス
タ
ー
検
定
率
１
０

０
％
、
乳
量
ｌ
Ｏ
ｊ
５
７
９
ｋ
ｇ
、

脂
肪
率
４
．
２
５
％
、
無
脂
固
形

分
率
８
．
７
７
％
、
蛋
白
率
３
．
２

５
％
、
体
細
胞
喧
万
、
発
情
発
見

（ｒ、 l等l席センターリバーバークレインシーロイ 中川将
■
⑨
 

アースイーストテンプレストテラソンラインフタゴ l等4席佐々木昭雄目

l等2席ハツピーランドアスリーダークリンス 福1鴫信博呂

I等l席福嶋信博福嶋信博９１ハツピーランドターハムポリリンハツピーランドターハムポリリン

2等l席111ハツピーランドソーニマデルモアクリスタンｌ福嶋信博

チャンピオン牛たち

GＣブルーミングジヤーランチエローヤルオリーブｌＪＡ中春別変沼和紘

率
田
％
の
な
ど
の
表
彰
禁
準
を

全
て
満
た
し
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。

GRC｜メリーランドデニスクイーンホーブ ＪＡ上春別佐久１１１］禅

SRC｜アローメープルミツクスアドミラルストームlJA根室矢部譲治

ＩＭＣメリーランドデニスクイーンホーブ ＪＡ上春別｜佐久間涼

ｊＡ計根別l菊地修一|ＭＲＣスカイハイカイトエボリユーシヨン

ＪＣｌアビリテイーフアームラミーローズアーリンljA中春別|橋本幸二

ＪＡ中概iilLIIll川将ＪＲＣｌセンクーリバーパークレインシーロイ 表彰を受ける長正路腰＝氏

ｏｎＬＭＷ１ＫｍＳＨＺＢＥ]ＦＤ４ 

部 名号出品者 成績

エクセルシアＢウツドエコー 久保剛 l等3席

２ センターリバーピースラブマジツク ｢|'川将 2等l席

２ フラーリツ ノユギプソンナッツ 福|嶋寿顕 2等2席

４ ハツピーラ 'ドエルビナダイオンアパツチ 福|鴫‘信IMl［ I等l席

４ シルフイー アスターーバツクナーエクセレス llllllii幸雄 l等5席

５ センターリノ －バークレインシーロイ 中Ⅱ’将 l等l席

６ アースイーフ テンプレストテラソンラインフタゴ 佐々木昭雄 l等4席

８ ハツピーラ ドアスリーダークリンス 福1嶋信|噂 l等2席

９ ハツピーラ ドダーハムポリリン 福嶋信博 l等l席

11 ハツピーランドソーニマデルモアクリスタン 福|嶋信博 2等l席

ＧＣ ブルーミングジヤーランチエローヤルオリーブ JA中春別 変沼和紘

ＧＲＣ メリーランドデニスクイーンホープ JA上春別 佐久ｉ１Ｈ禅

|sRclｱﾛｰﾒｰﾌﾟﾙｯｽｱﾄﾞﾐﾗﾙｽﾄｰﾑ１Ｗ輿亀幽議祷’
IＭＣ メリーランドデニスクイーンホープ ＪＡ上春別 佐久間涼

[ＭＲＣ ｽカイハイカイトエポリユーシヨン jA計根別 菊地修一

JＣ アビリテイーフアームラミーローズアーリン ｊＡ中春別 橋本幸二

JＲＣ センクーリバーパークレインシーロイ １Ａ中1M津 ｢|リ1１将



中標津･南中

幻甸罰
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■ 、

、－７句 地Ⅲ Ⅱ 、

年
に
帰
省
し
、
家

し
た
。
平
成
嘔
年

部
本
部
に
加
入
。

て
お
り
ま
す
。

い
る
作
業
は
、
搾

管
理
、
環
境
整
備

た
青
年
ヘ
ル
パ
ー

躍
し
て
い
ま
す
。

中
標
津
小
学
校
、

校
、
中
標
津
農
業

。
そ
の
後
、
自
衛

２
年
後
に
除
隊
し

リ
ン
ス
タ
ン
ド
の

仕
事
を
２
年
程
動

血
液
型
Ａ
型

家
族
構
成
は
祖
父

母
、
両
親
、
４
人

兄
弟
の
長
男
で
す
。

趣
味
は
映
画
鑑
賞
、

パ
チ
ン
コ
、
最
近

は
バ
イ
ク
で
の
ツ

グ
で
短
い
道
東
の

し
ん
で
い
ま
す
。

場
で
は
約
百
三
十

飼
養
。
中
標
津
町

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

Ｐ 

よ
Ｉ り
と
連
絡
を
入
れ
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
、
連
絡
な
ど
で
支
部
に
メ

ー
ル
を
回
し
て
も
、
最
初
に
振

信
が
返
っ
て
く
る
の
で
、
自
弁

腹零Ｆ青
年
部
に
入
っ
た
動
機
を
開

く
と
「
地
球
を
救
い
た
か
つ
光

か
ら
Ｐ
｛
笑
｝
」
と
オ
チ
ャ
メ

な
答
え
を
か
え
し
て
く
れ
ま
し

た
が
、
青
年
部
の
活
動
に
は
鋳

極
的
に
参
加
し
、
参
加
で
き
か

い
時
や
遅
れ
る
時
に
も
し
っ
か

篝‘
」

〆=、礎.ji塵煙亜絞面塚zz自・だ

灘

■
 

が
送
信
ミ
ス
し
た
の
で
は
と
錯

覚
す
る
ほ
ど
早
い
対
応
に
非
常

に
助
か
っ
て
お
り
ま
す
。
話

し
一
一
．
ロ
葉
も
見
た
目
と
は
裏
腹
に

｛
ゴ
メ
ン
）
て
い
ね
い
で
良
い

人
柄
だ
！
と
い
う
こ
と
が
伺
わ

れ
ま
す
。

先
日
、
今
年
の
皿
、
に
行
な

わ
れ
る
「
全
道
Ｊ
Ａ
青
年
部
活

動
実
紙
発
表
大
会
」
の
発
表
者

と
い
う
重
大
な
役
柄
を
推
薦
さ

れ
ま
し
た
。
大
変
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
、
中
々
で
き
な
い
こ
と

な
の
で
、
精
一
杯
頑
張
っ
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。
本
人
も
「
実

発
く
じ
っ
ば
つ
｝
モ
ー
ド
に
切

り
替
え
る
！
」
と
気
合
を
入
れ

て
い
ま
し
た
。

岐
後
に
、
将
来
の
目
標
は
？

と
の
問
い
に
「
最
低
で
も
１

千
ト
ン
搾
る
！
」
と
力
強
く
答

え
、
「
な
お
か
つ
、
ゆ
と
り
の

あ
る
家
庭
円
満
な
生
活
を
送
り

た
い
」
と
続
け
て
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

青
年
部
で
は
同
い
年
が
多
い

年
代
。
お
互
い
を
高
め
合
い
、

さ
ら
な
る
活
躍
に
期
待
し
て
い

ま
す
Ⅱ

▼
取
材
Ⅱ
当
幌
支
部
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今年も女性部宿泊研修旅行が､８月２１日～２３日の日程

昼食~富良野のﾚｽﾄﾗﾝにてで行われ22名が参加いたしました｡今年は､｣Ａバスによる
移動の２泊３日旭川･富良野方面への旅となりました。

｢罫

iXｦ『と){ﾌﾟたS雛ツくさ〉(，盛ﾘだ

川
市
『
優
佳
良
（
ユ
ー
カ
ラ
｝
識
美
術
館
』
に
立
ち
寄
り
ま
し
た
。

麻
鍾
乳
洞
」
を
見
学
、
続
い
て
旭
良
野
に
あ
る
『
ト
リ
ッ
ク
ァ
ー
ト

あ
る
北
海
道
天
然
記
念
物
「
当
が
で
き
ま
し
た
。
昼
食
後
、
上
富

揺
ら
れ
て
、
ま
ず
は
、
当
麻
町
に
色
鮮
や
か
な
花
畑
を
見
る
こ
と

苑
Ⅱ
約
５
時
間
ほ
ど
、
バ
ス
に
動
。
途
中
で
は
、
富
良
野
ら
し
い

１
日
目
は
、
旭
川
市
の
ホ
テ
ル
へ

し
た
。
館
内
で
は
、
機
織
り
が
行
女
性
部
宿
泊

わ
れ
て
お
り
、
細
か
い
作
業
を

自
然
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
織
物
な
絵
に
よ
り
、
不
思
議
な
体
験

げ
た
、
や
さ
し
い
風
合
い
の
織
物
見
る
角
度
や
位
置
に
よ
っ
て
模

工
芸
館
』
へ
。
こ
こ
で
は
、
手
紡
ぎ
こ
こ
で
は
、
目
の
錯
覚
を
利
用
し

の
糸
を
手
染
め
手
織
り
で
仕
上
た
作
品
が
た
く
さ
ん
展
示
さ
れ
、

宿
泊
。
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
後
は
、
目
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

田
時
間
を
設
け
ま
し
た
。
残
念

２
日
Ｈ
の
宿
泊
先
は
、
新
富

な
が
ら
、
雨
の
巾
で
の
行
動
と
良
野
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
。
そ
こ
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
数
グ
隣
接
し
て
い
る
『
ニ
ン
グ
ル
テ
ラ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
昌
森
の
中
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ロ

グ
や
、
ビ
ー
ル
園
な
ど
で
旭
川
の
－
ド
は
、
応
棟
の
ロ
グ
ハ
ウ
ス
タ

街
を
そ
れ
ぞ
れ
楽
し
み
ま
し
た
。
イ
ブ
の
店
舗
や
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ

夜
遅
く
ま
で
盛
り
上
が
っ
て
い
プ
な
ど
が
あ
り
、
富
良
野
ら
し

た
方
も
い
た
よ
う
で
旭
川
の
街
い
自
然
や
風
餓
を
モ
チ
ー
フ
と

を
満
喫
で
き
た
の
で
は
な
い
で
し
た
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
の
ポ
ス
ト

し
よ
う
か
〃

カ
ー
ド
や
小
枝
な
ど
で
作
っ
た

２
日
目
は
、
昨
日
の
雨
が
一
転
、
人
形
、
北
国
を
感
じ
さ
せ
る
ガ

快
晴
の
も
と
、
今
回
の
研
修
旅
ラ
ス
の
写
真
立
て
な
ど
オ
リ
ジ

行
の
メ
イ
ン
目
的
で
も
あ
る
『
胆
ナ
ル
商
品
が
販
売
さ
れ
、
ど
の

山
動
物
園
』
で
か
わ
い
い
ペ
ン
商
品
も
富
良
野
の
想
い
出
に
左

ギ
ン
や
シ
ロ
ク
マ
な
ど
た
く
さ
り
そ
う
な
も
の
ば
か
り
で
し
た
。

ん
の
動
物
た
ち
に
心
を
癒
し
て

Ｒ
が
落
ち
て
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

が
た
く
さ
ん
展
示
さ
れ
て
い
ま

や
、
「
流
氷
罠
ハ
マ
ナ
ス
」
な
ど
の
様
や
形
が
変
化
す
る
い
ろ
い
ろ

農
協
事
務
所
前
よ
り
い
ざ
柵
も
ら
い
、
旭
川
よ
り
富
良
野
へ
移

可
愛
い
動
物
た
ち
に
心
癒
さ
れ

色
鮮
や
か
な
景
色
に
見
と
れ
、

桴
Ⅵ 

さ
れ
た
雰
囲
気
も
、
と
て
も
ス

テ
キ
で
し
た
。
｜
度
足
を
運
ん
で

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か

別
ホ
テ
ル
で
の
夕
食
後
は
、

ゆ
っ
く
り
ホ

た
研
修
旅
行
汚
姥
認
エ

グ
ル
テ
ラ

ス
に
行
く
人
、
念
願
だ
っ
た
コ
ー

ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
に
行
く
人
な
ど
、

皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
２
日
目
の
夜

も
楽
し
ん
だ
よ
う
で
す
。

３
日
目
は
、
鹿
追
町
「
に
し
か

み
農
園
」
で
イ
チ
ゴ
狩
り
を
体

験
し
ま
し
た
が
、
お
腹
が
減
っ

て
い
な
い
時
間
帯
で
の
イ
チ
ゴ

狩
り
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
…
。

今
回
は
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
行

程
と
な
っ
た
研
修
旅
行
で
す
が
、

た
く
さ
ん
の
笑
顔
が
見
る
こ
と

が
で
き
た
２
泊
３
日
で
し
た
。

来
年
も
数
多
く
の
方
々
が
笑
顔

で
参
加
さ
れ
ま
す
こ
と
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。

ニングルテラスのコーヒーショップにて

／ 
ゴｋ～ 
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第
１
回
目
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
終
了
後
の
企
画
委
員
会
班
に

よ
る
反
省
会
で
、
若
い
部
員
か
ら
、

「
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
な
ど
の
交

流
を
深
め
ら
れ
る
も
の
を
ま
た

開
い
て
欲
し
ど
と
の
要
望
か
ら
、

役
員
会
で
了
承
し
た
も
の
。
年

度
予
算
化
さ
れ
て
い
な
い
企
剛

青
年
部
は
８
月
即
日
、
今
年

度
中
２
回
目
と
な
る
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
を
ウ
コ
ウ
ボ
ウ
ル
で
開

き
、
交
流
を
深
め
、
心
地
よ
い
汗

を
か
き
ま
し
た
。

ボ
ウ
ワ

（ 

ン
グ
で
一
層
の
親
睦
を
は
か
る

青
年
部
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

な
の
で
、
参
加
負
担
金
を
参
加

者
全
員
か
ら
徴
収
す
る
形
で
開

か
れ
ま
し
た
。

参
加
部
員
羽
人
、
支
部
部
員

１
人
、
青
年
部
員
ら
か
ら
の
お

誘
い
に
よ
り
参
加
し
て
下
さ
っ

た
女
子
職
員
を
含
む
女
性
の
方
々

、
人
。
事
務
局
の
総
勢
皿
人
に

よ
る
支
部
対
抗
と
い
う
形
で
青

年
部
員
以
外
は
、
こ
の
時
ば
か

り
は
各
支
部
に
所
属
し
て
も
ら

っ
た
気
持
ち
で
、
団
体
戦
に
望
ん

で
も
ら
い
ま
し
た
。

２
ゲ
ー
ム
が
終
わ
り
、
段
高

ア
ベ
レ
ー
ジ
を
出
し
た

チ
ー
ム
は
武
佐
チ
ー
ム

と
俣
落
チ
ー
ム
。
同
点

と
い
う
こ
と
で
「
じ
ゃ
ん

け
ん
」
に
よ
り
勝
敗
を

決
め
、
俣
落
チ
ー
ム
が

優
勝
賞
金
を
獲
得
し
ま

し
た
。
個
人
戦
で
は
、
や

っ
ぱ
り
強
い
佐
々
木
大

輔
顧
問
が
１
位
、
続
い

て
金
融
課
の
角
田
和
子

さ
ん
、
今
回
支
部
か
ら

の
参
加
、
秋
山
勝
之
さ
ん
、

４
位
高
橋
春
樹
さ
ん
、

５
位
共
済
課
の
島
田
麻

衣
子
さ
ん
。
（
女
性
は
ハ
ン
デ
１

ゲ
ー
ム
あ
た
り
卯
ピ
ン
）
と
い

う
結
果
。

過
去
の
青
年
部
行
事
で
は
、

年
間
４
回
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
開
い

た
実
績
も
あ
る
よ
う
で
す
の
で
、

「
ま
た
、
や
ろ
う
」
の
声
も
出
て
い

る
様
子
。
企
画
委
員
会
班
の
方
々
、

参
加
さ
れ
た
方
々
、
都
合
で
急

遮
参
加
で
き
な
か
っ
た
方
々
、
次

の
機
会
に
も
是
非
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
！

■ 

謡瞬鐘篝と鑿善｛
■ 

霧

１
１
１
崖

一ロ虞塗

凸▽Ｌ二

‘ ｂ 

Ｉ 
好プレーＩに拍手喝采

協交流ゲートボール大会

● 

、根室管内農協交流ゲー

根室管内農

８月２３日、根室管内農協交流ゲー

トボール大会が別海町営室内ゲートボ

ール場で行われました。

蘆̄
＝ 

き
ま
し
た
が
Ｊ
Ａ
ご
と
の

団
体
戦
で
は
、
５
位
と
い
う
結

果
に
終
わ
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
雨
天
と
な
り

室
内
競
技
場
に
別
チ
ー

ム
２
０
０
余
人
が
参
加
し
、

当
農
協
か
ら
は
４
チ
ー

ム
躯
人
が
出
場
し
ま
し
た
。

今
大
会
は
、
Ｊ
Ａ
中
標

津
が
当
番
Ｊ
Ａ
と
な
っ
て

お
り
、
早
朝
か
ら
高
橋
組

合
長
に
来
賓
と
し
て
挨

拶
を
い
た
だ
き
、
藤
井
弘

美
審
判
長
か
ら
競
技
注

意
が
あ
り
、
プ
レ
イ
ボ
ー

ル
と
な
り
ま
し
た
。
競
技

中
は
、
力
強
い
プ
レ
ー
に

拍
手
と
歓
声
が
飛
ん
で

い
ま
し
た
。

チ
ー
ム
戦
で
は
、
俣
落

チ
ー
ム
が
準
優
勝
に
輝

上

７．Lzl/ＷｌＫＡＳＨＫＢＥ７ＦＵ 



刀
ご存知で露 ￣ 

法』が6月 ９日

新たに規定されました
１
、
岐
低
資
本
金
制
度
（
株
式
会

社
１
０
０
０
万
円
、
有
限
会
社
３

０
０
万
円
）
が
撤
廃
さ
れ
ま
す
。

い
わ
ば
１
円
起
業
が
で
き
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
資
本
金
が

３
０
０
万
円
未
満
の
場
合
は
配

当
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

２
、
会
社
の
種
類
が
変
わ
り
、
有

限
会
社
が
廃
止
さ
れ
て
株
式
会

社
に
一
本
化
さ
れ
ま
す
。
新
た
に
、

Ｌ
Ｌ
Ｃ
（
有
限
責
任
会
社
『
Ｌ

Ｌ
Ｐ
（
有
限
責
征
事
業
組
合
）
が

創
設
で
き
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
※
こ
の
会
社
法
が
施
行
さ

れ
る
前
ま
で
に
登
記
さ
れ
た
有

で
、
１
年
６
カ
月
以
内
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
２
０

０
６
年
４
月
に
施
行
さ
れ
る
と
見
ら
れ
る
「
会
社
法
」
に
つ
い
て
、
ポ

イ
ン
ト
を
挙
げ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

つ
い
て
は
、
特
例
有
限
会
社
と

し
て
、
そ
の
ま
ま
事
業
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
メ
リ
ッ
ト
と

し
て
役
員
の
任
期
が
な
い
こ
と
。

決
算
公
告
義
務
を
負
わ
な
い
こ

と
な
ど
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
が
、
体
外
的
な
体
裁
を
考
え

６
月
調
日
の
国
会
で
「
会
社
法
」
が
新
た
に
規
定
さ
れ

ま
し
た
。
現
行
の
法
律
で
は
、
「
商
法
」
の
第
２
編
な
ら
び

に
有
限
会
社
法
等
に
よ
っ
て
関
係
条
文
が
規
定
さ
れ
て

お
り
、
便
宜
的
に
「
会
社
法
」
と
称
し
て
お
り
ま
し
た
の

Ｆ、

ろ
と
、
「
え
っ
お
た
く
有
限
な

の
？
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
時

代
が
や
っ
て
く
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
逆
に
古
く
か
ら
あ
る

会
社
と
い
う
あ
る
程
度
の
信
用

に
つ
な
が
る
時
代
に
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
し
、
そ
の
時
に
な
っ

て
見
な
い
と
わ
か
ら
な
い
と
い

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
と

場
企
業
の
動
き
と
し
て
は
、
今

－－４J 
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年
度
中
に
業
務
の
ア
ゥ
ト
ソ

シ
ン
グ
用
に
有
限
会
社
を
設

し
て
し
ま
お
う
と
い
う
動
き

多
く
見
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

３
、
会
社
を
構
成
す
る
組
織

大
幅
に
変
更
さ
れ
て
曰
、
種

の
組
織
類
型
が
で
き
ま
し
た
《

ま
た
、
場
合
に
よ
っ
て
は
取
締

会
、
監
査
役
貝
の
設
置
が
不
需

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
、
新
規
に
会
社
を

起
こ
す
に
は
、
敷
居
が
高
い
こ
と

も
あ
り
、
も
う
少
し
自
由
に
経

営
で
き
る
形
態
の
会
社
組
織
を

認
め
ら
れ
な
い
か
と
い
う
要
望

が
あ
り
、
海
外
で
す
で
に
実
用

●
Ｌ
Ｌ
Ｃ
（
有
限
責

‐
ｒ
 Ｌ
Ｌ
Ｐ
（
有
限
責

アーミ
凸

現
在
は
、
株
式
会
社
、
有
限

社
の
ほ
か
に
合
名
会
靴

合
資
会
社
と
い
う

法
上
の
組
合
規
定

準
用
し
て
定
款
白

を
認
め
ら
れ
て
い

会
社
形
態
が
あ
り

し
た
が
、
出
資
の
額

関
係
な
く
社
員
が

任
を
負
う
、
無
限

任
だ
っ
た
た
め
に
一

泣甸社
）
と

業
組
合
）
に
つ
い
て

化
さ
れ
て
い
る
有
限
責
任
会
社

（
Ｌ
Ｌ
Ｃ
｝
の
導
入
と
有
限
責
任

利
用
組
合
（
し
Ｌ
Ｐ
）
が
新
会
社

法
で
導
入
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

譲
渡
制
限
株
式
会
社
に
お
い
て

は
取
締
役
１
人
か
ら
で
も
起
業

で
き
ま
す
。

４
、
利
益
配
当
が
取
締
役
会
の

権
限
で
期
巾
の
ど
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
会
計
監
査
人
を
設
嗣
し
、

取
締
役
の
任
期
が
１
年
以
内
で
、

定
款
に
規
定
し
て
い
る
場
合
｝

盲
限
責
任
会
社
Ｌ
Ｌ
Ｃ
に

つ
い
て

有
限
責
任
会
社
Ｌ
Ｌ
Ｃ
は

口
ョ
］
［
の
Ｑ
ロ
ロ
三
一
一
ミ
○
○
ヨ
で
ロ
ニ
ゼ

の
略
で
５
月
６
日
に
公
布
さ
れ

た
「
有
限
責
任
事
業
組
合
契
約

に
関
す
る
法
律
」
に
よ
っ
て
日
本

に
導
入
さ
れ
る
新
事
業
形
態
の

こ
と
。

・
出
資
者
の
有
限
責
任

・
内
部
自
治
権
の
保
有

・
最
低
出
覧
金
額
の
規
定
が
な

い
（
出
資
額
は
１
円
で
も
よ
い
）
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・
出
資
者
の
有
限
責
任

・
内
部
自
治
権
の
保
有

・
構
成
員
謀
税
制
度

・
出
資
に
当
た
っ
て
２
人
以
上
必

要
百
円
で
企
業
可
能
）

育
限
責
任
利
用
組
合
Ｌ
Ｌ
Ｐ

に
つ
い
て

有
限
責
任
利
用
組
合
Ｌ
Ｌ
Ｐ

は５一三一［のこげ】口亘一】『巨勺四『〔］】の『、
三
つ
の
略
で
、
８
月
１
日
に
施
行

さ
れ
て
お
り
、
現
時
点
で
も
組

織
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
が
可
能

で
す
。

．
法
人
格
を
有
し
て
い
る

・
課
税
対
象
は
、
構
成
員
で
は
な

く
法
人
（
た
だ
し
、
構
成
員
課
税

を
望
む
声
が
多
い
こ
と
、
海
外

で
実
用
化
さ
れ
て
い
る
Ｌ
Ｌ
Ｃ

は
構
成
員
課
税
で
あ
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
検
討
課
題
と
な
っ
て

お
り
、
現
在
、
課
税
方
法
は
定
ま

っ
て
お
り
ま
せ
ん
）

ｉ
人
で
も
設
立
が
可
能

・
株
式
会
社
に
組
織
変
更
で
き

る

※
新
会
社
法
施
行
時
期
と
同
時

期
に
公
布
と
な
る
見
込
み
で
、

現
時
点
で
は
こ
の
組
織
を
立
ち

上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

務
は
上
限
な
く
責
任
を
負
う
も

の
と
な
っ
て
お
り
、
今
ま
で
の
事

業
組
織
と
大
き
く
異
な
り
ま
す
。

し
し
Ｐ
に
お
け
る
内
部
自
治

権
の
保
有
と
は
、
株
式
会
社
と

異
な
り
、
所
有
者
と
経
営
者
が

分
離
さ
れ
て
お
ら
ず
、
組
合
員

全
員
が
執
行
権
を
持
つ
。
監
査

役
な
ど
の
経
営
者
を
監
視
す
る

「
・
株
式
会
社
へ
の
組
織
変
更
が
で

き
な
い
｛
解
散
す
る
必
要
が
あ
る
）

し
Ｌ
Ｐ
に
お
け
る
出
資
者
の

有
限
責
任
と
は
組
合
が
負
っ
た

債
務
に
対
し
て
、
出
資
し
た
組

合
員
の
責
任
は
、
出
資
額
の
範

囲
内
の
み
で
す
。
民
法
上
で
定

め
ら
れ
て
い
る
任
意
組
合
の
償

当
農
協
管
内
の
会
社
組
織
形

態
の
農
家
に
つ
い
て
は
、
株
式
会

ハ
ー
ド
ル
が
Ｌ
Ｌ
Ｃ
同
様

に
低
い
が
、
法
人
格
を
認
め
ら

れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
組
織
を

大
き
く
す
る
長
期
展
望
を
持
っ

て
い
る
な
ら
、
Ｌ
Ｌ
Ｃ
を
考
え

て
い
っ
た
ほ
う
が
良
い
と
い
え

ま
す
。

期
間
の
設
領
は
強
制
さ
れ
て
お

ら
ず
、
組
合
員
が
事
業
の
運
営

に
関
与
す
る
こ
と
と
な
る
。
運

営
方
法
は
自
由
に
決
定
す
る
こ

と
が
で
き
、
利
益
や
損
失
も
出

資
比
率
と
関
係
な
く
当
事
者
間

で
自
由
に
決
定
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

Ｌ
Ｌ
ｐ
に
お
け
る
樅
成

員
課
税
制
度
は
、
法
人
格

を
持
つ
「
会
社
」
組
織
の
場
合
、

会
社
に
対
し
て
法
人
税
が

か
か
り
、
配
当
な
ど
の
利
益

を
得
た
出
資
者
に
も
課
税

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
組
織
の
所
得
に
は
課

税
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
（
法

人
格
を
有
し
な
い
た
め
『

構
成
員
の
み
に
課
税
さ
れ
る
。

こ
の
た
め
２
重
に
課
税
さ

れ
る
こ
と
は
な
い
。

Ｌ
Ｌ
Ｐ
は
資
金
面
で
の

会
社
組
織
を
考
え
て
い
た
方

こ
れ
か
ら
を
見
据
え
て
ち
ょ
っ

と
で
も
考
え
て
い
る
と
い
う
方
は
、

「
設
立
費
用
が
安
い
｛
登
録
免
許

税
、
有
限
会
社
最
低
６
万
円
ご
「
取

締
役
１
人
で
も
可
能
三
取
締
役
、

監
査
役
の
任
期
が
な
ど
と
い
う

メ
リ
ッ
ト
を
考
え
て
、
施
行
前
ま

で
に
有
限
会
社
へ
の
登
記
を
済

現
状
の
有
限
会
社
は
ど
う
な

る
？新
会
社
法
施
行
前
に
登
記
さ

れ
て
い
る
有
限
会
社
は
、
施
行

後
も
前
述
し
た
よ
う
に
有
限
会

社
と
い
う
一
一
一
一
百
葉
を
商
号
に
使
う

こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
取

締
役
の
任
期
が
な
い
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
。
対
外
的
な
体
裁
を
と

る
必
要
性
が
な
い
場
合
が
多
い
。

有
限
会
社
の
設
立
が
施
行
後
は

不
可
能
な
の
で
希
少
に
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
と
い
う
こ
と
か

ら
現
状
の
有
限
会
社
は
そ
の
ま

ま
で
あ
っ
て
も
か
ま
わ
な
い
と

思
い
ま
す
。

ま
た
、
ど
う
し
て
も
株
式
会

社
に
変
更
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

施
行
後
の
方
が
楽
と
い
え
ま
す
。

（ 

社
組
織
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
有

限
会
社
組
織
は
あ
り
ま
す
。

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組
合
な

ど
の
組
合
二
現
状
で
は
法
人
税

を
支
払
っ
て
い
る
）
を
Ｌ
Ｌ
Ｐ
と

す
る
方
法
に
よ
り
、
利
用
組
合

に
か
か
る
法
人
税
を
節
税
す
る

こ
と
も
可
能
と
な
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
の
で
調
査
研

究
の
上
、
組
合
員
さ
ん
の
負
担

を
減
少
さ
せ
る
よ
う
な
方
法
を

模
索
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。 ま
せ
る
と
い
う
選
択
肢
も
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
消
費
税
免
除
に
関
し

て
は
、
原
則
２
年
前
の
消
費
税

に
か
か
わ
る
売
上
一
同
が
１
０
０

０
万
円
を
超
え
る
か
ど
う
か
に

よ
っ
て
決
定
し
ま
す
が
、
設
立
１
，

２
年
目
の
会
社
は
売
上
高
自
体

が
な
い
の
で
、
特
別
に
期
首
の
資

本
金
額
が
１
０
０
０
万
円
以
上

か
ど
う
か
で
決
ま
っ
て
き
ま
す
。

資
本
金
３
０
０
万
川
の
有
限
会

社
な
ら
、
免
税
と
い
う
こ
と
で

す
ね
。

ま
た
、
も
う
ち
ょ
っ
と
待
っ
て

日
本
版
Ｌ
Ｌ
Ｃ
が
ど
の
よ
う
な

形
で
施
行
さ
れ
る
か
を
見
極
め

て
か
ら
選
択
し
て
も
良
い
で
し

よ
｝
っ
◎
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中
標
津
東
小
学
校
の
児
童
と
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
先
生
の
総

勢
如
人
余
り
が
、
８
月
刀
日
当
農
協
農
業
農
村
交
流
施
設
ク
レ
ェ
に

遊
び
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

Ｉ
 

作
り
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
恩
い
つ

き
り
振
り
続
け
る
簡
単
バ
タ
ー

作
り
と
い
っ
た
ボ
リ
ュ
ー
ム
の

あ
る
内
容
に
、
予
定
し
て
い
た

時
間
か
ら
１
時
間
ほ
ど
過
ぎ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
最
後
に
は

収
穫
期
を
迎
え
て
忙
し
い
、
農

産
販
売
課
の
ご
好
意
で
、
旬
の

大
根
と
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
お
土

産
に
帰
宅
さ
れ
る
に
至
り
、
た

く
さ
ん
の
笑
顔
の
巾
で
、
「
美
味

し
い
ね
三
楽
し
か
っ
た
」
の
声
が

聞
か
れ
て
、
対
応
に
当
た
っ
た
職

員
も
ホ
ッ
と
し
て
お
り
ま
す
。

現
場
に
立
つ
こ
と
で
、
施
設

で
足
り
な
か
っ
た
道
具
な
ど
も

再
確
認
で
き
た
良
い
機
会
と
な

り
ま
し
た
。
今
後
も
今
回
の
よ

う
に
児
童
生
徒
と
親
御
さ
ん
達

の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
、
当

農
協
・
農
業
者
の
取
り
組
み
を

伝
え
ら
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
も

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

８
月
胆
日
、
ミ
ル
ク
の
里
の

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催
日
に

合
わ
せ
て
、
酪
農
対
策
協
議
会

の
消
費
拡
大
委
員
会
が
、
牛
乳
・

乳
製
品
の
消
費
拡
大
を
目
指
し

た
実
践
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、

「
市
」
を
企
画
。
農
産
販
売
課

と
川
内
で
野
菜
作
り
を
し
て
い

る
農
家
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
か
ら
、
野
菜

を
仕
入
れ
て
、
３
テ
ン
ト
を
設

営
し
て
、
食
品
加

み
舞
蔬
型
鰄

》
鋤
有
志
の
出
店
協
力

ｈ
ソ
を
受
け
て
、
大
々

朧
灘
に
訂
厭
加

盧
蕊
艤
蝋
蛎

ミルクの里･フリーマーケットで

行酪農対策協議会が初の実践６，試み

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

、

ナ
ス
ビ
、
じ
ゃ
が

い
も
、
と
う
き
び
、
メ
ロ
ン
、

さ
や
え
ん
ど
う
、
セ
ロ
リ
な
ど
。

中
標
津
牛
乳
を
全
面
的
に
使
っ

て
製
造
さ
れ
て
い
る
フ
ラ
ン
ダ

ー
ス
さ
ん
の
中
標
津
牛
乳
プ
リ

ン
と
、
中
標
津
珈
琲
プ
リ
ン
も

販
売
さ
れ
ま
し
た
。
事
前
に
開

催
の
新
聞
折
り
込
み
チ
ラ
シ
を

入
れ
た
効
果
も
あ
り
、
開
始
前

か
ら
車
で
多
く
の
方
に
来
場
い

た
だ
き
、
ミ
ル
ク
の
里
が
賑
わ

い
ま
し
た
。

市
で
は
、
そ
の
場
で
ゆ
で
た

て
じ
ゃ
が
バ
タ
ー
、
ゅ
で
と
う

き
び
も
販
売
し
ま
し
た
。
夏
場
、

ミ
ル
ク
の
里
周
辺
を
当
農
協
の

農
・
畜
産
物
販
売
拠
点
と
し
て

機
能
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
？
酪
対
と
し
て
実
践
的
な

活
動
を
打
つ
こ
と
が
で
き
な
い

だ
ろ
う
か
？
と
い
う
投
げ
か

け
か
ら
行
っ
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
。

参
加
さ
れ
た
消
費

拡
工
篝
杲
云
里
陶
好
、

職
員
の
方
々
ご
苦

労
様
で
す
。
ミ
ル

ク
の
里
周
辺
が
、

こ
の
様
な
イ
ベ
ン

ト
で
集
客
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
と

実
感
で
き
た
日
曜

日
で
し
た
。
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１
硝
酸
態
窒
素
濃
度
が
高
く

な
る
原
因

家
畜
糞
尿
や
化
成
肥
料
山
来

の
窒
素
は
、
タ
ン
パ
ク
態
窒
素

や
ア
ン
モ
ニ
ア
態
窒
素
の
形
で

施
用
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
窒
素
は
土
壌
中
の

微
生
物
の
働
き
で
、
硝
酸
態
窒

素
や
ア
ン
モ
ニ
ア
態
窒
素
に
形

を
変
え
て
牧
草
に
吸
収
さ
れ
、

タ
ン
パ
ク
質
の
合
成
に
利
用
さ

れ
ま
す
。

硝
酸
態
窒
素
濃
度
が
高
く
な

る
要
因
と
し
て

①
窒
素
肥
料
の
多
箪
施
用
に
よ

硝
酸
態
窒
素
の
含
有
量
が
高
い
粗
飼
料
を
給
与
す
る
こ
と
は
、
慢

性
中
毒
の
場
合
は
流
産
、
死
産
、
発
情
微
弱
、
乳
量
、
乳
質
の
低
下
、
乳

房
炎
、
起
立
不
能
等
の
発
生
の
要
因
に
な
り
、
急
性
中
毒
の
場
合
で
は

死
亡
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

今
回
は
硝
酸
態
窒
素
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

「
､ 

硝酸態窒素
についてり

硝
酸
態
窒
素
の
吸
収
速
度
が

牧
草
の
タ
ン
パ
ク
質
合
成
速
度

を
超
え
た
と
き
に
硝
酸
態
窒
素

が
多
量
に
蓄
積
さ
れ
ま
す
。

②
施
肥
時
期
と
収
穫
時
期
の
期

間
が
短
い
場
合
に
も
、
硝
酸
態

窒
素
の
吸
収
壁
に
対
し
て
タ
ン

パ
ク
質
の
合
成
が
追
い
つ
か
ず

に
硝
酸
態
窒
素
の
蓄
積
が
お
こ

り
ま
す
。

③
日
照
不
足
に
よ
り
牧
草
の
生

育
の
悪
い
年
は
、
タ
ン
パ
ク
質
の

合
成
が
鈍
化
し
硝
酸
態
窒
素
が

蓄
積
さ
れ
ま
す
。

Ｆ７２－２１Ｓ４ 
戸。

」

２
サ
イ
レ
ー
ジ
と
硝
酸
態
窒

素

硝
酸
態
窒
素
を
蓄
積
し
た
牧

蕊
を
サ
イ
レ
ー
ジ
に
調
製
す
る

と
、
貯
蔵
巾
に
硝
酸
態
窒
素
の

一
部
が
消
失
す
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
サ
イ
レ

ー
ジ
中
の
微
生
物
の
働
き
に
よ

り
、
牧
草
中
の
硝
酸
態
窒
素
の

一
部
が
酸
化
窒
素
ガ
ス
に
変
化

す
る
た
め
で
す
。

ま
た
、
図
ｌ
が
示
す
よ
う
に

硝
酸
態
窒
素
の
消
失
率
は
、
高

水
分
サ
イ
レ
ー
ジ
（
水
分
市
％

以
上
）
が
高
く
、
乾
草
が
低
く
な

表１ 乳牛に対する硝酸塩含有飼料の給与ガイド

飼料の給与上の注意事項
} 

￣ 

０． 

どのような状態の乳牛にも安全に給与でき
る

～０Ｍ 

給与バランスを考え、
砥の50％以内にする

妊娠牛には乾物摂取10～0．２０ 

どの乳牛にも乾物摂取量の50％以内i痢
隈ししかiLj給与のバランスに沈潜オスしかも給与のバランスに注意する

中瀧発生の可能性あり､給与に注意すを

ブレウィット

（ 
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
皮
肉
な
こ

と
に
、
高
水
分
サ
イ
レ
ー
ジ
の

巾
で
も
発
酵
品
質
の
悪
い
サ
イ

レ
ー
ジ
ほ
ど
、
硝
酸
態
窒
素
の

消
失
率
が
高
い
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

牧
草
の
硝
酸
態
窒
素
は
、
サ

イ
レ
ー
ジ
調
製
す
る
こ
と
に
よ

り
、
あ
る
程
度
減
ら
す
こ
と
が

で
き
ま
す
（
高
水
分
で
劣
質
な

サ
イ
レ
ー
ジ
を
調
製
す
る
こ
と

を
お
勧
め
し
て
い
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
）
。

原
料
草
が
含
ん
で
い
る
硝
酸

態
窒
素
が
多
い
場
合
は
、
サ
イ

レ
ー
ジ
調
製
さ
れ
て
も
給
与
で

き
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
｛
表
ｌ
）

を
超
え
て
い
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

３
硝
酸
態
窒
素
の
弊
害

を
な
く
す
た
め
に
は

硝
酸
態
窒
素
の
弊
害
を

な
く
す
た
め
に
は
、
窒
素

肥
料
（
家
畜
糞
尿
と
化
成

肥
料
）
の
施
用
量
と
施
用

時
期
か
ら
収
穫
ま
で
の
期

間
確
保
が
重
要
で
す
｛
少

な
く
て
も
１
カ
片
以
上
、

理
想
的
に
は
２
カ
月
）
。

施
用
量
に
つ
い
て
は
施

肥
標
準
に
基
づ
い
て
行
い

ま
す
。
家
畜
糞
尿
の
施
用

量
及
び
成
分
を
把
握
し
、
“

場
合
に
よ
っ
て
は
化
成
肥
ｍ

料
の
減
肥
を
行
い
、
適
正
１

％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
 

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
 

０
９
８
７
６
５
４
３
２
１
 

１
 

硝
酸
態
窒
素
の
消
失
垂
｝

旨

施
用
時
期
に
つ
い
て
は
、
牧

草
収
穫
時
期
か
ら
逆
算
し
て
少

な
く
て
も
１
カ
月
以
上
前
に
は

施
用
し
ま
し
ょ
う
。

「
硝
酸
塩
中
毒
」
で
死
亡
す
る

牛
は
少
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

慢
性
中
毒
に
よ
る
繁
殖
障
害
や

生
産
性
の
低
下
等
は
少
な
か
ら

ず
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
給
与
す

る
粗
飼
料
が
疑
わ
し
い
場
合
は
、

硝
酸
態
窒
素
含
量
を
測
定
し
、

そ
の
結
果
を
も
と
に
表
１
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
と
照
ら
し
合
わ
せ

て
給
与
型
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

｜
翻
高
水
分
劣

Ｉ
 

な
窒
素
肥
料
量
を
施
用
し
ま
す
。

班
高
水
分
劣
質
サ
イ
レ
ー
ジ

８
 

小
谷

、￣脚竺分一イ
栩良手上イー

既
中
水
分
サ
イ
レ
ー
ジ

６
 

イ

ｏｒ 

し

百1にriiiiiF
ジ 鼓

草
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図１牧草調製法の違いが硝醗態窒素の消失量に及ぼす影智(増子､安宅】
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犀殖技術繁殖管理…
繁殖カレン資一を
活用しましょう！

前
回
は
、
繁
殖
管
理
を
す
る

上
で
重
要
な
要
素
を
い
く
つ
か

紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で

今
回
は
、
実
際
繁
殖
管
理
を
す

る
上
で
、
心
強
い
味
方
と
な
る

繁
殖
カ
レ
ン
ダ
ー
の
使
い
方
に

つ
い
て
紹
介
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
年
の
春
に
繁
殖

カ
レ
ン
ダ
ー
を
買
わ
れ
た
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？
し
か
し
な
が
ら
、

買
っ
て
は
み
た
も
の
の
使
い
方

が
イ
マ
イ
チ
よ
く
解
ら
な
い
た

め
に
つ
い
つ
い
活
用
し
て
い
な

い
…
そ
ん
な
声
も
聞
こ
え
て

く
る
の
も
事
実
で
す
。
こ
れ
は

非
常
に
も
っ
た
い
な
い
こ
と
で

す
！
こ
の
繁
殖
カ
レ
ン
ダ
ー

は
、
い
つ
け
ん
複
雑
そ
う
に
見

え
ま
す
が
、
使
い
方
は
実
に
簡

単
で
、
使
い
方
を
理
解
さ
え
す

れ
ば
こ
の
上
な
く
頼
り
に
な
る

も
の
で
す
！

ま
ず
は
写
真
を
見
て
く
だ
さ

い
。
写
真
は
一
般
的
な
繁
殖
カ

レ
ン
ダ
ー
で
す
。
基
本
形
は
時

r、

計
言
う
、
時
の
方
向
に
今
日
の

日
付
を
指
す
よ
う
に
す
る
事
で

す
。
も
し
今
日
分
娩
、
出
生
し
た

牛
が
い
る
の
な
ら
円
の
一
番
外

側
の
ス
ペ
ー
ス
（
①
）
に
マ
グ
ネ

ッ
ト
を
貼
り
付
け
ま
し
ょ
う
！

こ
う
し
て
日
付
を
毎
日
移
動

し
て
い
き
、
授
精
し
た
ら
授
精

月
日
に
あ
わ
せ
て
一
段
内
側
に

移
動
さ
せ
る
（
②
～
④
：
そ
れ

ぞ
れ
の
授
精
回
数
に
合
わ
せ
る
）

と
い
う
行
程
を
毎
日
繰
り
返
し

て
い
き
、
無
事
妊
娠
鑑
定
で
受

胎
が
確
認
で
き
た
ら
円
の
内
側

【
〕
に
持
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

（
こ
れ
か
ら
始
め
る
方
は
末

授
精
な
ら
分
娩
月
日
、
授
精
し

て
い
る
な
ら
授
精
月
日
に
あ
わ

せ
ま
し
ょ
う
）
そ
し
て
乾
乳
を

開
始
し
た
ら
⑥
の
ス
ペ
ー
ス
に

コ
マ
を
移
動
さ
せ
、
無
事
分
娩

し
た
ら
ま
た
①
に
持
っ
て
い
く

…
こ
れ
が
一
連
の
流
れ
で
す
。

文
章
で
書
い
て
み
る
と
や
や

難
し
く
取
ら
れ
て
し
ま
う
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
実
際
や
っ
て

み
る
と
以
外
と
簡
単
に
で
き
る

は
ず
で
す
。

こ
こ
で
我
々
が
最
も
重
要
視

す
る
ポ
イ
ン
ト
は
、
⑦
（
未
経

産
牛
な
ら
⑧
）
と
⑨
の
ス
ペ
ー

ス
で
す
！
⑦
の
ス
ペ
ー
ス

は
分
娩
後
即
日
で
授
精
適
期

と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ

の
時
期
を
超
え
て
も
い
ま
だ

未
授
精
な
牛
が
い
る
場
合
は

何
か
し
ら
の
繁
殖
障
害
に
か

か
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
の
で
獣
医
さ
ん
か
、
我
々

に
繁
殖
検
診
を
し
て
も
ら
う

ＦＲ 

よ
う
に
し
ま
し
よ
う
！

⑨
の
ス
ペ
ー
ス
は
授
精
後
印
Ｒ

以
降
を
示
し
て
い
ま
す
．
こ
の

時
期
に
忘
れ
ず
に
妊
娠
鑑
定
を

行
い
、
牛
群
の
受
胎
状
況
を
管

理
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！
上

記
の
ポ
イ
ン
ト
を
お
さ
え
る
事

で
皆
さ
ん
の
牛
群
の
繁
殖
状
況

を
一
目
で
把
握
す
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。

今
回
説
明
し
た
繁
殖
カ
レ
ン

ダ
ー
は
繁
殖
管
理
の
心
強
い
味

方
で
す
！
不
明
な
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
い
つ
で
も
我
々
に

御
相
談
下
さ
い
。
ど
ん
ど
ん
活

用
し
て
い
き
、
繁
殖
状
態
の
向

上
を
目
指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

※
実
際
に
は
①
～
⑨
の
赤
丸
数

字
は
書
か
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

１回○口
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'鐵|動Ｓ 組 第
６
回
理
事
会
の
経
過
報
告

開
催
目
曰
平
成
而
年
Ｓ
目
旧
曰

開
催
場
所
農
協
中
会
議
室

決
議
事
項

１
．
６
月
末
定
例
自
治
監
査
の
結
果
と
回
答
に
つ
い
て

２
．
育
児
及
び
介
護
休
業
規
程
の
改
正
に
つ
い
て

３
．
職
員
就
業
規
則
の
改
正
に
つ
い
て

４
．
准
職
員
就
業
規
則
の
改
正
に
つ
い
て

５
．
各
資
金
の
借
り
入
れ
に
つ
い
て

６
．
体
農
者
に
対
す
る
各
種
資
金
金
利
減
免
に
つ
い
て

７
．
平
成
灯
年
度
生
乳
計
画
生
産
目
標
の
設
定
に
つ

い
て

８
．
乳
製
品
工
場
製
造
ラ
イ
ン
冷
却
装
置
の
取
得
に
つ

い
て

９
．
中
標
津
牛
乳
・
中
標
津
珈
琲
パ
ッ
ケ
ー
ジ
及
び
製

造
牛
乳
の
変
更
に
つ
い
て

、
平
成
灯
年
産
馬
鈴
し
ょ
澱
粉
仮
渡
し
金
額
に
つ

い
て

ｎ
．
肉
牛
生
産
セ
ン
タ
ー
施
設
屋
根
塗
装
エ
事
に
伴

う
固
定
資
産
取
得
に
つ
い
て

坦
桜
ヶ
丘
記
洗
車
場
改
造
に
係
る
用
地
取
得
仮
契

約
に
つ
い
て

４㈱…第２回生産委員会

桜ケ丘給油所連続洗車機稼働
安全祈願式

高性能ふん尿散布機入魂式
９㈹…第３期馬鈴薯防疫検査

中山間推進委員会

定例自治監査(管理部門）
土地利用型推進事業

１１㈱…中山間推進委員会
酪対消費拡大委員会
畑対組織討議

１２③…営臘協議

酷対乳質向上委員会
酷対環境整備委員会

１７㈱…農協酷対役員会

「熟年会役員会

１８㈱･･第６回理事会
２０(1)…営農協議

２２⑧…ホクレン乳質改善協議会
営農協議

２３００…営農協議

生食加工委員会

24㈱…ＪＡ中標津機械利用組合例会
課税対策委員会

アドパンス２１会議
２６③…営農協議

２９⑧…営農協議

３０㈹…馬鈴薯振興会役員会

３１㈱…中標津地区集落環境整備組合
総会

馬鈴薯耕作者全体会議

（
シ

へ
埠
桜
ヶ
丘
顕
洗
車
場
改
造
工
事
に
伴
う
同
定
資
産
の

取
得
及
び
連
続
洗
車
機
の
リ
ー
ス
契
約
に
つ
い
て

報
告
事
項

１
組
合
員
の
加
入
及
び
脱
退
の
状
況
に
つ
い
て

２
．
酪
鰹
ヘ
ル
パ
ー
の
稼
働
状
況
に
つ
い
て

３
ク
レ
エ
稼
働
状
況
に
つ
い
て

４
．
家
畜
改
良
課
人
口
授
精
進
捗
状
況
に
つ
い
て

５
．
人
工
授
精
地
区
担
当
者
変
更
に
つ
い
て

６
．
各
種
補
助
事
業
の
聞
き
取
り
集
計
に
つ
い
て

７
平
成
Ⅳ
年
度
北
海
道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ナ
シ
ョ
ナ
ル
シ
ョ

ウ
に
つ
い
て

８
．
平
成
ｎ
年
度
馬
鈴
し
ょ
・
て
ん
菜
・
大
根
・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

作
付
面
積
と
生
食
・
加
工
・
種
子
馬
鈴
し
ょ
受
け
入
れ
予

定
数
量
に
つ
い
て

９
．
生
乳
生
産
状
況
及
び
乳
質
改
善
に
つ
い
て

皿
乳
製
品
工
場
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

ｎ
．
平
成
ロ
年
度
中
標
津
町
農
協
乳
質
改
善
共
励
会
の
実

施
及
び
酪
農
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
に
つ
い
て

吃
．
販
売
事
業
の
概
要
に
つ
い
て

旧
連
続
洗
車
機
稼
働
状
況
に
つ
い
て

凶
平
成
〃
年
７
月
末
生
活
事
業
概
況
に
つ
い
て

喝
職
員
の
国
際
協
力
機
楢
Ｏ
Ｄ
Ａ
活
動
へ
の
参
加
に
つ

い
て

〆 乳
加
工
品
～
ま
っ
た
り

美
味
し
い
巾
農
乳
製
品

と
き
平
成
打
年
９

月
四
日
（
木
）

と
こ
ろ
な
か
ま
つ
ぷ

（
中
標
津
町
経

済
セ
ン
タ
ー
）

問
い
合
わ
せ
先
Ⅱ
北
海

道
中
標
津
農
業
高
等
学

校
少
７
８
１
２
０
５
３

販
売
内
容

肉
加
工
品
～
「
知
床
ら
う

す
深
層
水
」
使
用
の
肉
製

品
は
中
農
オ
リ
ジ
ナ
ル

商
品
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
賞

味
下
さ
い
ま
せ
！

※
ウ
イ
ン
ナ
ー
ソ
ー
セ

１
ジ
・
ベ
ー
コ
ン
・
羅
臼
昆

布
ソ
ー
セ
ー
ジ
ほ
か

中
標
津
町
民
の
方
々
に
、

農
業
高
校
の
製
品
・
活
動

を
広
く
知
っ
て
も
ら
い
た

く
、
今
年
で
４
回
目
の
収

穫
祭
を
企
画
し
ま
し
た
。

こ
の
収
漣
祭
で
は
安
価
で

新
鮮
な
農
高
生
手
作
り

の
製
品
を
た
く
さ
ん
用

意
し
て
お
り
ま
す
。
是
非
、

会
場
へ
お
立
ち
寄
り
下
さ

い
。 農
業
高
校
が
第
４
回
収
穫
祭

加
工
品
や
野
菜
な
ど
安
価
で
販
売

そ
の
他
～
コ
ー
ヒ
ー
牛
乳
・
フ
ル

ー
チ
ェ
の
無
料
配
布

鉄
加
工
品
～
完
全
ハ
ン
ド
メ
イ

ド
で
す
の
で
、
同
じ
も
の
は
２
度

と
で
き
ま
せ
ん
。

※
チ
ャ
リ
ン
コ
く
ん
・
フ
ラ
ワ
ー

ス
タ
ン
ド
ほ
か

花
～
農
高
生
が
丹
精
込
め
て
育

て
た
鉢
花
で
す
。

※
な
で
し
こ
ほ
か

野
菜
～
ふ
ぞ
ろ
い
で
、
数
が
限
定

さ
れ
て
い
る
野
菜
た
ち
で
す
が
一

生
懸
命
育
て
ま
し
た
。

め
ち
や
う
ま
い
ツ
ス
！
！

※
ジ
ャ
ガ
イ
モ
・
ハ
ク
サ
イ
・
キ
ャ

ベ
ツ
ほ
か

農
産
加
工
品
～
登
場
Ⅱ
地
元
原

料
使
用
「
イ
チ
ゴ
ジ
ャ
ム
ミ
ブ
ル

ー
ベ
リ
ー
ジ
ャ
ム
」
ぜ
ひ
ご
期
待

下
さ
い
。

※
計
根
別
羊
蕊
・
ジ
ャ
ム
（
イ
チ

ゴ
・
ブ
ル
ー
ベ
リ
１
）
・
カ
ッ
プ
ケ

ー
キ
・
焼
き
た
て
パ
ン
ほ
か

を
ど
う
ぞ
お
召
し
上
が
り
下
さ

Ｉ
Ｃ
 

し※
ゴ
ー
ダ
チ
ー
ズ
・
バ
ニ
ラ
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
ほ
か

旦一
‘ 
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各
地
区
恒
例
の

お
盆
祭
り
を
紹
介

俵
橋
・
武
佐
・
俣
落

俵
橋
地
区
、
武
佐
地
区
、
俣

落
地
区
の
恒
例
お
盆
祭
り
が
８

月
の
似
曰
～
１
７
日
の
間
で
開

か
れ
、
青
年
部
員
た
ち
も
地
域

の
祭
り
の
盛
り
上
げ
役
と
し
て

活
躍
し
ま
し
た
。
武
佐
地
区
の

ほ
か
、
各
地
の
模
様
は
写
真
で

ど
う
ぞ
１
。

イベント情報風公募･亮
買いなど､組合員の便
な掲示板として皆様か
の情報をお待ちしてお
ます。‘７２－３７２１

り
利
ら
り

売
便
か
お
列

俵橋･焼き鳥

ヨ

す。‘72-37
Ｌ 

l呈落･アイスの旱ぐぃ鰯争I

武
佐
地
区
で
は
８
月
肥
に
第

四
回
目
を
迎
え
た
盆
踊
り
大
会

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

本
年
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
太

鼓
に
合
わ
せ
て
仮
装
も
あ
り
の

賑
や
か
な
お
祭
り
と
な
り
、
沢

山
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

お
楽
し
み
の
出
店
は
、
教
職

員
の
た
こ
焼
き
や
大
和
殿
の
ラ

ー
メ
ン
、
青
年
部
で
は
飲
み
物

を
始
め
、
串
物
や
焼
き
そ
ば
、
フ

レ
ン
チ
ド
ッ
ク
の
販
売
を
し
て

お
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
と
し

て
開
い
た
射
的
は
、
子
供
達
で

賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

や
が
て
祭
り
も
最
高
潮
を
迎

え
、
武
佐
盆
踊
り
恒
例
！
間

近
で
見
ら
れ
る
打
ち
上
げ
花
火

が
今
年
も
夜
空
を
彩
り
ま
し
た
。

▽
記
Ⅱ
青
年
部
武
佐
支
部

ロョア
Ⅳ 

武佐･射甑 武佐･トロピカルジュース

ね
む
る
「
農
」
と
「
旅
」

タ
イ
ア
ッ
プ
事
業

根
室
支
庁

ね
む
る
「
農
」
と
「
旅
」
タ
イ
ア

ッ
プ
推
進
事
業
の
検
討
会
が
別

海
町
交
流
館
ぷ
ら
と
で
行
わ
れ
、

初
期
検
討
会
メ
ン
バ
ー
に
誘
わ

れ
た
実
践
農
家
と
し
て
、
当
農

協
か
ら
草
原
の
絵
手
紙
館
の
佐

藤
砿
さ
ん
、
佐
伯
雅
視
さ
ん
が

出
席
し
て
、
方
向
性
を
探
る
意

見
を
事
業
主
体
の
根
室
支
庁
な

ど
へ
伝
え
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
事
業
検
討
メ
ン
バ

ー
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
明
郷

伊
藤
☆
牧
場
（
伊
藤
泰
通
氏
Ⅱ

根
室
『
オ
シ
ダ
フ
ァ
ー
ム
の
柳

川
栄
司
氏
Ⅱ
別
海
。
農
村
女
性

グ
ル
ー
プ
か
ら
、
阿
部
工
房
の

阿
部
郁
子
氏
、
今
回
所
用
で
欠

席
さ
れ
ま
し
た
が
横
田
純
子
氏
。

関
係
機
関
と
し
て
根
室
管
内

一
市
四
阿
旅
館
組
合
連
絡
協
議

会
の
加
藤
達
雄
会
長
、
根
室
観

光
連
盟
の
碓
井
ミ
ナ
子
会
長
、

各
地
区
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ

ー
、
北
海
道
根
釧
農
業
試
験
場
、

北
海
道
根
室
支
庁
。
必
要
に
応

じ
て
適
宜
追
加
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
ず
、
推
進
事
業
策
定
に
い

た
る
経
緯
を
根
室
支
庁
よ
り
説

明
が
あ
り
、
続
い
て
各
氏
よ
り

取
り
組
み
内
容
を
紹
介
い
た
だ

き
ま
し
た
。

伊
藤
氏
か
ら
は
、
２
０
０
３
年

か
ら
続
け
て
い
る
広
大
な
農
場

内
を
行
き
来
で
き
る
遊
歩
道
フ

ッ
ト
パ
ス
を
整
備
し
、
地
域
活
性

を
図
る
５
軒
の
農
家
で
構
成
す

る
Ａ
Ｂ
ｌ
Ｍ
Ｏ
Ｂ
ｌ
Ｔ
の
活
動

を
紹
介
。
他
農
場
間
を
つ
な
ぐ

遊
歩
道
を
年
々
全
国
か
ら
集
ま

る
参
加
者
と
と
も
に
整
備
す
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
も
行
い
、

周
辺
の
方
々
の
協
力
も
得
て
、

根
室
・
厚
床
駅
周
辺
の
鉄
道
旅

行
者
の
立
ち
寄
り
場
所
に
な
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
の
実
践
内
容

が
話
さ
れ
ま
し
た
。

観
光
商
業
者
側
の
意
見
と
し

て
は
、
農
協
が
観
光
農
場
を
行

う
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
の
で

し
ょ
う
か
？
と
い
う
話
も
あ

り
ま
し
た
。

一
方
、
観
光
客
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
取
り
意
向
を
探
る
と
い
う

根
室
支
庁
の
計
画
が
示
さ
れ
ま

し
た
が
、
農
業
者
サ
イ
ド
と
し

て
は
、
滞
在
型
の
観
光
と
し
て

農
業
や
漁
業
を
か
ら
め
て
い
く

の
で
あ
れ
ば
、
旅
行
者
に
「
ど
う

ぞ
お
い
で
下
さ
い
」
と
媚
び
る
こ

と
な
く
、
農
を
農
の
ま
ま
体
験

し
て
も
ら
い
、
不
自
由
な
こ
と

ＩＦ園

の
良
さ
を
体
験
し
て
も
ら
え
る

よ
う
な
仕
組
み
を
目
指
し
て
い

く
べ
き
。
観
光
目
的
で
来
て
い
る

人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
る
よ
り
、

根
室
の
一
市
四
阿
に
ま
だ
ま
だ

多
く
居
る
「
農
と
人
と
を
結
び

つ
け
る
技
術
を
持
っ
た
方
々
」
を

一
人
で
も
多
く
発
掘
し
て
、
そ
れ

を
観
光
案
内
や
旅
館
で
も
紹
介

で
き
る
よ
う
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

と
し
て
整
備
す
る
方
が
即
効
力

の
あ
る
タ
イ
ア
ッ
プ
推
進
に
つ

な
が
る
の
で
は
と
い
う
意
見
も

聞
か
れ
ま
し
た
。

農
業
者
が
そ
れ
ぞ
れ
思
い
描

く
グ
リ
ー
ン
ッ
ー
リ
ズ
ム
、
農
業
・

農
村
感
と
観
光
商
業
者
の
期
待

す
る
こ
と
と
は
方
向
性
が
相
違

す
る
部
分
も
多
く
見
ら
れ
、
こ

の
検
討
会
で
の
話
の
落
と
し
ど

こ
ろ
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
き
、

根
室
支
庁
が
ど
の
よ
う
な
推
進

事
業
を
打
っ
て
い
く
の
か
期
待

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

意見を話す佐藤擴氏(左）
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女
性
利
用
者
の
目
か
ら
見

た
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
事
業
の
向

上
を
と
（
有
）
フ
ァ
ム
・
エ
イ
に

業
務
委
託
す
る
当
農
協
・
計

根
別
・
上
春
別
の
各
酪
農
ヘ

ル
パ
ー
利
用
組
合
で
は
、
利

用
農
家
の
奥
様
た
ち
の
巾
か

ら
モ
ニ
タ
ー
に
な
っ
て
も
ら
い
、

年
数
向
の
意
見
交
換
の
場
を

持
っ
て
、
業
務
内
容
の
向
上

に
努
め
て
き
た
。

こ
の
た
び
、
モ
ニ
タ
ー
制

度
、
周
年
の
節
目
に
当
た
り
、

そ
の
年
度
年
度
で
知
り
合
っ

た
方
々
の
輪
の
広
が
り
か
ら

同
窓
会
的
な
催
し
を
行
っ
て

ほ
し
い
と
の
要
望
を
受
け
て
、

フ
ァ
ム
エ
イ
が
企
画
、
３
利

用
組
合
が
承
認
し
た
も
の
。

さ
か
の
ぼ
る
と
当
農
協
か

ら
は
、
初
代
Ⅱ
弾
正
原
眞
由

美
さ
ん
・
吉
田
と
み
子
さ
ん
、

２
代
Ⅱ
鈴
木
美
和
子
さ
ん
・
佐
々

木
美
佐
子
さ
ん
、
３
代
Ⅱ
工

藤
ひ
ろ
み
さ
ん
・
高
橋
百
合

さ
ん
、
４
代
Ⅱ
飯
島
三
子
さ
ん
・

佐
藤
保
江
さ
ん
、
５
代
Ⅱ
古

澤
佳
江
さ
ん
・
永
谷
正
枝
さ

ん
の
山
人
、
計
根
別
か
ら
は

８
人
、
上
春
別
か
ら
は
皿
人

の
モ
ニ
タ
ー
と
な
っ
た
ご
夫

人
が
お
り
懇
話
会
の
席
で
は

へ
ル
バ
ー
モ
ニ
タ
ー

制
度
ｎ
周
年

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組
合

Ｌ 

８
月
即
日
、
酪
農
実
習
生
１

日
バ
ス
旅
行
が
叫
人
の
参
加
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

当
Ｒ
は
、
あ
い
に
く
の
曇
り

模
様
で
、
霧
に
覆
わ
れ
何
も
見

え
な
い
摩
周
湖
。
霧
の
摩
周
湖

の
伝
説
を
口
々
に
結
婚
で
き
る

ね
！
と
続
い
て
硫
黄
山
・
砂

場
へ
と
足
を
運
び
ま
し
た
。
砂

場
で
は
、
湯
の
中
に
足
を
入
れ

る
人
、
湖
を
見
な
が
ら
思
い
に

ふ
け
る
人
、
違
う
風
量
に
感
激

し
て
い
ま
し
た
。
最
も
楽
し
み
？

な
昼
食
を
屈
斜
路
プ
リ
ン
ス
ホ

テ
ル
で
の
バ
イ
キ
ン
グ
、
ホ
テ

ル
を
後
に
、
一
路
中
標
津
へ
向

か
い
般
後
の
見
学
地
、
開
陽
台

意霧憲；

久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
同
窓
隼

の
よ
う
に
話
に
花
が
咲
い
て

お
り
ま
し
た
。

実
習
生
曰
帰
り

バ
ス
旅
行

酪
農
実
習
生
受
入
協
議
会

司「
曰
帰
り
バ
ス
旅
行
で

北
見
へ

い
つ
ぷ
く
の
会

へ
着
く
と
広
大
な
根
釧
原
野
浄

一
望
し
大
自
然
を
堪
能
し
た
１

日
で
し
た
。

８
月
２
６
日
（
金
）
当
幌
支

部
は
、
管
内
共
進
会
の
堆
肥
出

し
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
３
時

半
に
市
場
に
集
合
、
天
気
は
雨

で
市
場
の
中
を
の
ぞ
く
と
い
つ

も
よ
り
ワ
ラ
が
一
杯
で
、
出
品

参
加
者
皆
さ
ん
の
気
合
の
入
り

よ
う
が
違
っ
た
の
が
伺
わ
れ
ま

し
た
。

支
部
員
の
竹
村
氏
、
西
垣
氏
、

安
田
氏
、
松
田
氏
の
ダ
ン
プ
を

借
り
て
４
台
で
運
搬
作
業
を
し

ま
し
た
。

機
械
に
乗
ら
な
い
人
が
ス
コ

ッ
プ
、
フ
ォ
ー
ク
、
ほ
う
き
で

細
か
い
と
こ
ろ
を
き
れ
い
に
し
、

西
垣
氏
が
ミ
ニ
ク
イ
ヤ
シ
ョ
ベ

ル
で
ワ
ラ
を
市
場
内
部
か
ら
押

し
出
し
、
今
井
氏
、
下
山
氏
が

（ Ｊ
Ａ
中
標
津
農
業
後
継
者
結

婚
対
策
協
議
会
の
「
い
つ
ぷ
く

の
会
」
で
は
８
月
”
日
に
ｕ
帰

り
研
修
旅
行
へ
９
人
の
参
加
で

行
っ
て
参
り
ま
し
た
。
向
か
っ

た
先
は
北
見
市
。
オ
ホ
ー
ツ
ク

ビ
ー
ル
で
の
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン

グ
、
行
き
帰
り
の
バ
ス
の
中
で

交
流
を
深
め
あ
い
ま
し
た
。

根
室
筥
内
共
進
会

堆
肥
出
し

青
年
部
当
幌
支
部

タ
イ
ヤ
シ
ョ
ベ
ル
で
ダ
ン
プ
に

積
み
込
む
行
程
。

出
品
者
の
皆
さ
ん
が
中
央
に

敷
き
わ
ら
を
寄
せ
て
い
た
だ
い

た
車
も
あ
り
ス
ム
ー
ズ
に
作
業

が
進
み
、
午
後
５
時
半
過
ぎ
に

は
終
丁
し
ま
し
た
。

各
地
区
か
ら
の
出
品
者
が
集

ま
り
「
ゴ
ミ
は
お
持
ち
帰
り
」

と
い
う
こ
と
が
徹
底
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、

ワ
ラ
の
中
に
空
き
缶
？
ト
ワ
イ

ン
、
ラ
ッ
プ
フ
ィ
ル
ム
、
ロ
ー

ル
の
芯
な
ど
が
混
じ
っ
て
い
た

の
が
気
に
な
り
ま
し
た
が
、
ワ

ラ
を
ダ
ン
プ
で
運
び
出
し
た
台

数
は
ｎ
台
で
、
過
去
最
高
台
数

に
の
ぼ
る
運
搬
数
で
し
た
。
作

業
に
参
加
、
協
力
さ
れ
た
皆
さ

ん
ご
苦
労
様
で
し
た
。

▼
記
Ⅱ
青
年
部
当
幌
支
部

』
串
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●2005年ｇ月行事予定

①
高
く
尖
っ
た
物
に
は
落
雷
し

や
す
い
。

「
○
」
た
と
え
絶
縁
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
の
柄
で
も
２
人
並
ん
で
片

方
が
傘
を
さ
し
て
い
る
と
さ
し

知正雷
識しの
い

１㈱…
２③… 

３(1)…女性部三役会議･中間監査
４⑧… 
５㈲…

６００…金融課内部審査～８日
７，）…食品加工交流部会役員会
８㈹…あるる定休日
９㈹…
１０(1)… 
１１⑧…じゃがいも伯爵まつり＆ふれあい

広場

１２（月）…
１３㈹…青年部会議
１４，０… 
１５㈱…
１６㈱…
１７(1)… 
１８⑧… 
１９(月)…敬老の日

2000…酪農技術研修会･畜舎衛生環境改
善調査～22日

21伽…
２２㈱…

２３③…秋分の日･桜ヶ丘SSたまごキャン
ペーン～25日

２４⑯…全道共進会
２５⑧…全道共進会

ミルクの里フリーマーケット

２６個)…

2700…巡回ドック
28㈹…巡回ドック
29㈱…巡回ドック
３０錨…

て
い
る
人
に
落
雷
す
る
。

②
金
属
を
身
に
つ
け
て
い
る
と

落
雷
し
や
す
い
。

「
×
」
金
属
が
体
よ
り
上
に
出

っ
張
っ
て
い
な
い
限
り
無
関
係

で
あ
る
こ
と
が
実
験
的
に
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

③
長
靴
や
ゴ
ム
ガ
ッ
パ
な
ど
絶

縁
体
で
体
を
被
っ
て
い
る
と
落

雷
し
に
く
い
。

「
×
」
ま
っ
た
く
関
係
な
い
こ

と
が
実
験
的
に
証
明
さ
れ
て
い

ま
す
。

④
近
く
に
落
雷
が
あ
っ
た
と
き

に
地
面
に
ひ
れ
伏
し
て
い
る
と

安
全
。

「
×
」
地
面
に
伏
せ
て
い
る
と

直
接
の
落
雷
自
体
は
受
け
に
く

FF､ 

く
な
り
ま
す
が
、
落
雷
位
置
に

よ
っ
て
は
手
か
ら
足
に
落
雷
篭

流
が
流
れ
て
危
険
で
す
。

⑤
直
接
落
雷
を
受
け
た
人
は
死

亡
す
る
。

「
×
」
統
計
的
に
見
る
と
即
％

の
人
が
落
雷
を
直
接
受
け
て
も

命
を
取
り
留
め
て
い
ま
す
。
で

も
、
落
雷
に
あ
わ
な
い
の
が
一

番
で
す
ね
。

⑥
高
い
樹
木
の
下
は
安
全
。

「
×
」
木
に
近
す
ぎ
る
と
か
え

っ
て
危
険
で
す
。
最
低
で
も
幹

や
枝
、
葉
か
ら
２
ｍ
以
上
離
れ

る
こ
と
。

⑦
車
や
電
一
旱
の
中
は
安
全
。

「
○
」
ア
ー
ス
が
取
れ
て
い
る

の
で
安
全
で
す
。
し
か
し
運
転

中
で
あ
る
場
合
は
閃
光
や
大
音

響
で
操
作
が
鈍
る
の
で
、
運
転

を
中
止
し
て
停
車
し
、
雷
が
通

り
過
ぎ
る
の
を
待
ち
ま
し
ょ
う
。

⑧
高
い
建
物
な
ど
に
落
雷
が
あ

る
と
き
は
、
必
ず
先
端
に
落
ち

る
。「
×
」
先
端
に
落
雷
し
や
す
い

が
、
途
中
に
落
雷
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

⑨
高
い
物
の
先
端
を
余
度
に
見

上
げ
る
範
囲
は
安
全
．

「
○
」
高
い
も
の
が
卯
、
以
内

の
場
合
、
一
般
に
安
全
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

⑩
家
屋
の
軒
先
で
雨
宿
り
や
屋

内
に
お
い
て
も
壁
や
柱
の
側
は

危
険
。

果
（
物
体
の
中
を
遮
流
が
通
る

と
き
、
表
面
を
流
れ
る
電
流
の

ほ
う
が
多
く
中
心
部
を
流
れ
る

電
流
が
少
な
い
）
に
よ
っ
て
軒

先
や
柱
の
側
は
危
険
で
す
。

一
般
の
方
を
含
む
３
人
の
応

募
の
う
ち
、
全
問
正
解
者
は
０

人
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

雷
に
関
す
る
知
識
で
思
い
込
ん

で
い
た
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま

す
の
で
、
ご
確
認
を
！

行

「
○
」
⑥
同
様
に
雷
の
表
皮
効
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